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概要

教急処置の広大 (fi，~，~農務懇話会の答 (11) に向けた，自動心蝿マッサ γ摺の動作状討について 込行

する教'0J!I内での3・lfを行い.問手む械マッサーンとの比勧告行った.
その結烈は，次のとおりである固

i 各制走行時の自動式心臓マッサ ジ協は 用手む臓マッザ ジに比べli 過のfl~阻 . fl!合， 凶敏の正

確さに自盛れた機向Eを発判iした.

2 自動式心臓マッサ ジ遺書の固定にあたっては。ずれが生じないように館窓ずる必要がある.

To el、largethe emergenq' med・caltreatment. new appitications for an aUlomated cardlac 
massarger were revie¥¥'ed in the runnIng ambulance during the field tesl 

The reSults are as follws 

During the ambulance test it .....as determind that an automated cardiac massager (ACM) was 

surperIor to manual四 γdiacma鈴<'Isein terms of po制 ion(011 the patie川)，accura口 pressureand 

frequency 

2 Installing and use of ACM reQuires prover sεttm包10a patrent 

1 調査目的

救急業務懇話会で答申された救急処世鉱大に係

わる取引のう札噂入すべきとされたn動式む腕
マッサージ鵠について.一般道路寄で走行する救

急耶内での適正il!別に駁するとと今日的に実施し

たものである。

2 調査期間等

川調資制l凶

，11成 2年7月2口から7丹19日
(2) 調査災総劫iJi

消防川学併究所 !貼陀作品E猷弘消防'lt会

自動iji訓練コース(以下「訓練コ ス」とL、
うJ首額商越道路。中央自動車道及び多出川

河川わき一般辺路.

F防総(.，お際 ・ ~問研究彼 氏川例防停

怜111;'叫ilif，'X
(J2i) 

3 間宜方法等

川."，..条件

蘇生訓練悶ンミュνーターは.む恒マッ

ザージと人工呼吸の処阻ができるものである

が，本実験で1.1.，H耐窓会tを動力源とした自

動式心臓マッサージ留"開いて u迫スト
ローク40皿の胸骨正迫κよる心臓マッサージ

のみを実値した.

(2) 使Jnl'!器材

ア 臼動式心臓マッサ ジ1.'1

(サンパ七llj~.1.:.}を世) 1台

イ 西ドイツ製メルセデスベンツ救忽車

(239Occ) I台

ウ 益率生訓練llJ生体yミユレ タ

(KOI<EN収ESIM)I台

エ砂のう 14仇mX15cm，2kf1:) 2俗

オ IOf 空気ボンベ(充綱出力135kgf/cml)

(3) 記録輩出
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ア ビデオ術館手袋也 l省

イ 写真鍛影装置l台

ウテプレコダ l台

エ ひずみゲージ式加透度変被告智

(共有ImJ縫製AS-2GBl

4 調査項目

(l) 各被走行時(発進，右左折走行，坂道走行。

40km/時走行， 60km/時走行 40km/時定行

からの制助， 惑路走行。以下同じJに.1':>げる
振動等の及ぽす修轡について。

(2) 各翻走行時にお旬るストレッチャー上の彼

検者及び蘇生訓練袈ンミ zレーターの人形

(以下「被酷者等」というJの移動状揖につ
いてb

(128) 

(3) 蘇生訓練嬰シミュ ν ターの訓練m人形
(以下 「割岬用人形Jという.)を聞い，救急

車の各楓走行時におηる臼動式心臓マッザ

ジ器使用時の庄迫皮合，圧迫位置のずれにつ

"て。

(4) 向動式心臓マツサーシ践を用いたiυ個マッ
サーシと別手心誠マッザージとの圧迫院合呼

の比較について。

(5) 自動式心臓?ツサ ジ器の空気消費滋につ

いて.

(6) 自動式レ臓マッサ←ジ:llIの世定所要時間に

ついてe

s 結果と考察

(l)各仮動(加速度)の状況

加盟疫を測定するため.センサーを救急車

の床耐(3方向測定)と釧緋朗人形の胸郎また

はストレッチャ Lt下方向測定)に取り付砂
たa

4両床函左ストレッチャ の上下振動の違

いは ほとんど器められず，Iまぽ同械の動き

をしていたa 床面の上下振動を路面からみる

と，絞道や般道路(40km/時走行入高速自

動車道路 i60km/時走行)は全O.05G程度の

微動であった@



しかし，右左併時に般大0.4%の加速度が

かか勺て釘り 1 図 lは左折跨の大きな動蝿を

示している.

:萱4371:止恒
国1 左折略の加速度

12} 各組長動(加盟喧)の測定

ア 車両休耐とス トレッチャーのl!<動との比

較

. - .~一

車両床Ifiiとストレッチャ のlト仮動は

図2のとおりであり 1 ぼ"同織の動、と

なっていた.

i 

一 斗三二i三平エー
図2 床商ストレ yチャーの上下加連度

イ 隊闘の加嘩皮

床面にお付る媛大加直度比次表のとお

りである.

表康函の加速度

" 

加速略 O. 30 G O. 4 0 G 

前 後 上下

制動向 O. 30 G -O. 40G 

右折崎 B ‘3BG 

左右

左折崎 O. ~ 5 G 

13} 被験省及び~I緑川人形(以下「敏恵集者等」

というJのWlJla状況
各柿道路状況と被験者等の動筒状況は守右

左折走行時'こ強い2主化、tJ(i<<大でO時G)がス

bレヴチャー布にかかり‘阪験者等κ大き伝

動{揺が生じている.

また被験者等の1M定方法の違いと動錨状況

を£ると 献を町定せ寸 t!支をバンドのみの

I~!l必では， ストレッナャー上で滋験者亨}ム

(129) 

ノてきな I~れと移動が生じて いた.

レかし，砂のうをflj.，るとともに.臨と上

肢をバンドで固定した方はでは.各紙，t行時

彼厳有符i手 ストレッチャーーとほぼ問機の動

きとむっており ずれがみられず安定してい

7ご.

次に.彼験者等をベルト&.ぴ妙のうでス ト

νッチャーに回定し、さらに，左右ω日れを

血定するスト γパ レパーにより句ストνッ

ヂャ を車両に町民間に固定した場合.スト

レッ チャ の移動は少なし被験者等も ス炉

レγチャーとほぼ同憾の動きとなっていた.

また.前主Eのスト ッパーレパー状態。こスト

レγチャ をセ γ卜した場合でb，スト νy

チャーは左右に大き〈移動するが，儀験イ雪き予

とストレッチャーはほ..同憾の動き となって

も、t.:.o

以上の‘良県，砂のうを用いるとともに，被

験者の腕と上肢をパy ドで堅固に固定すれば

ずれ防止ができる。

(4) 1'1動式心臓マ γザージ雲母の圧迫状況

ア 車両の停止時

問手む随マ ッサージでの圧迫結集は回3

i'I動式む厳マ γサージ留を悶いての圧迫結

県"図4のと釘りである.

同マッサ- y儲 11，別手'G'誠マッザージ

に比べ庄迫の位悶.度合，頻度の.I.E値さに

a語れた慢能を多重糊していた.

国3 用手心院マ ッサージ I<m}

図4 自動式心腹マ yサジ器 (α-}

また 人形胸部の加速度(上下方向}の

大きさは同 5，6でボすとおり 同マ γ

ザージ器は、安定したl<仰となっていた.



• 

• 

なお，同マツサーシ認のE王迎ストロ ク

レンシを40mITに設定したところ，別級!!!I人

形のレコーデイング ・ぺ←ハーに3伽sと記

録されており iO酬の迎いがあることに留

意する必要がある。

図5 用手，じ脇マ yサージ (加速度)

図6 自動式，じ磁マッサ ジ器 (加速度}

イ 車両定日時

各組走行時の自動式心服マッサージ総の

動作状況は.適正を欠く点 Ij，i2められな

かったが.槻験行等のス トレソチャ への

~町l定が不+分な場合間 7 のとおり右折走

行時に圧迫位配の不適正がみられ，位田修

"がfiわれるまで縦統された.

また。問手による心臓マッサ ジは回8

に示すとおり 右左折走行時に圧迫度合や

圧迫間闘に乱れが生じていた。

こ山ことから，胸部の圧迫位置裂示テー

プの張り付11t.tど，圧迫位殴のズレ閉止を

圃る~~)i: }n去を確立するこ と や。 走行状況

により強い速むカが車両にかかった燭合，

直ちに圧迫位置の籍軍Eが必要であるといえ

る。

(30) 

図7 自動式心臨マ ;rtj"-ジ務の動作状況

(右左折走行時)

図8 用手心臓マ yサージの動作状況

(右左折走行時)

(51 自動式.c.'Jil'マッサ ゾ務を用いた心臓マッ

サ ジと問手心臓?ツサ ジとの圧迫度合等

の比較

自動式{.'臓マッサ ジ器の圧迫度合は，道

路状況や実施継続時間に影惇されることな〈

回9で示すとおり正確であったが，周手む臓

マγサーγは，国10で示すように圧;a照度や

"迫度"にムラがみられた固

図9 自動乱じ臓マッサージ器の圧迫状況

(悪路の走行状況)

図iO 用手心際マッサージの庄迫状況

(悪路の走行状坦)

また。回11，12で示すとおり人形の胸部の

加阻慶(よ下方向)からみて も同織の結果が

みられた。



• • 

陶

• 

図II 自動式，じ鼠マッサージ器の庄迫状jR

(加連暗)

国12 用手心隊マッサーンの圧迫状坦{加選皮)

16) 自動式心臓マッサ ジ磁の空~(消費嵐

IO(の"気"ミンベ{充場正力IJ5同f/cw'lを

使用し、tl'迎ストロークνンジ40田.換気圧

力レ〆ジO.3kgに』安定した自動式む臓マッ

そ ジ鳩山YEiki消費拡を測巡した.この結果ー

同マッサーシ穏で，'L'輔マッサ ジのみを実

施したときは約54{/分，人 I呼吸のみでは

が丘:I{/分の:{.'!~を消賢していた.ょたむ厳

マッサ ジ左人工呼吸とを戸時に行う心肺訴

と土では的SO(/分の空気金il1i1していた.

17) 自動式心臓マツザージ協の設定所要時間

救急車内に白かれた，.，動式む臓マッサージ

燃を収納箱から取り出し.既に I，~マッサーシ

械の背甑が睦定され 111 f'によるむ醐マッ

サージが開始されている訓練閑人形へ同マッ

サージ腐の本体を取り付机通I王位胸部圧迫

が実飽きれるまでの所習時聞は.Y-1l分3叫歩

( lJIl 

であった.また，用手心碩?ッサ ジ倉中止

してから問マッサ ン審の設定が終7し.通

正な胸骨圧迫J.tJ)が得られるまでの中断時間

"，約20秒間13の左おりであった.

この般〉ii時聞は.同マッサ ジ籾の取リ扱

いの切開により.さらに坦紡できるといえる.

また，設立J.:傑作時.現在の向マッサージ憾

の背担認を僧嗣I'iへ固定する上で，ややスムー

ズ与に欠ける点がみられたので 検剖が必愛

であるといえる.

図13 自動式心慮マッザ γ器の中断鋳間

6 まとめ

川区liIJえ心服マッサ ジ器の度迫頻度.lEJJ 

は，，)僑であり.用手む闘マッサージに，tべ

優れているといえる.しかし。似阿古のい1>1:

が不lぷ企で.:.:¥搬な忠心力が加わったりした

ぬ介圧迫位回りずれが生じることも F出さ

れる圃

したがって。同マソサージ留の圧迫{立出の

ずれが生じることがないように圧迫位鑑必ぶ

テ プの使用や砂のう形状の改良， 11飯制定

ベルトの位凶改麓 ストレッチャ の身体固

定ベルトの位凶改脅さ事の検討が'"担といえる.

121 自動式心臓マッサーシ器の動力説".暗殺

~1Y! fHすることと な っているが。 本実験では

空気を使用した節操では，後能の拠状は全〈

みられなかった。
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